
  

 
 
 
 
 

「持続可能な社会の担い手に」        

校長 若 林  晋 

 2月も後半に入り、少しずつ春の訪れを感じさせる季節

になってきました。1 月末から行われたスキー学習も先日

の 2年生で無事終了しました。スキー用具の準備などご協

力いただきありがとうございました。 

さて、『ＳＤＧｓ』という言葉を最近よく耳にします。

これは、2015年に国連で採択された「2030 年までの達成をめざす 17の持続可能

な開発目標」（Sustainable Development Goals：SDGs）のことです。今、世界で

は、 国際機関、政府、企業等、子どもを含めた全ての人によって、それぞれの立

場から目標達成のために行動することが求められています。共通するキーワード

は「誰ひとり取り残さない」です。具体的な 17の目標のうち「4 質の高い教育を

みんなに」があります。例えば「男の子も女の子も、すべての子どもが、しっか

り学ぶことのできる、公平で質の高い教育を無料で受け、小学校と中学校を卒業

できるようにする。」「教育のなかでの男女の差別をなくす。障がいがあったり、

先住民族だったり、特に厳しいくらしを強いられている子どもでも、あらゆる段

階の教育や、職業訓練を受けることができるようにする。」等です。 

 花園小学校でも、新型コロナウイルス感染拡大により様々な教育活動が制限さ

れる中、「いかにして学びを止めない・子どもたちの学びを保障する」等、ICTの

活用をはじめ様々な努力を重ねてきました。ご家庭でも 2030年の世界で主役とな

って活躍しているお子さんと、「持続可能な世界を築くためには、何をしたらいい

のか。また、将来どのように目標達成に貢献できるのか」一緒に考えてみてはど

うでしょうか。今年度も残り１ヶ月となりました。学年末のまとめをしっかり行

い、今の学年で身につけることはしっかり身につけ次の学年につなげていきたい

と思います。道路には、まだ雪山が高い状態にあります。雪山には登らない、道

路の横断は必ず左右確認するなど、事故防止に引き続きご協力をお願いします。 
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笑顔いっぱい いのちかがやけ 花園の子 

【いのちの日 集会 1 月 27 日】 

1 月 27 日は、花園小学校いのちの日でした。毎年全校集会 

を行っています。今年は、校長講話の後、前 PTA 会長  

深田氏を講師に迎え、低学年と高学年に分かれ、命を守る 

白血球のお話をとても分かりやすくしていただきました。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月にスポーツ庁より提供された「全国体力・運動能力、運動習慣等調査」の結果をもとに、
そこから見える児童の状況についてお知らせします。 

40

45

50

55

60

握力 上体

起こし

長座

体前屈

反復

横とび

20m

ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50m走 立ち

幅とび

ｿﾌﾄ

ﾎﾞｰﾙ…

体力

合計点

実技調査Ｔ得点（男子）
北海道 学校 全国

40

45

50

55

60

握力 上体

起こし

長座

体前屈

反復

横とび

20m

ｼｬﾄﾙﾗﾝ

50m走 立ち

幅とび

ｿﾌﾄ

ﾎﾞｰﾙ…

体力

合計点

実技調査Ｔ得点（女子）
北海道 学校 全国

40

45

50

55

60

身長 体重

体格調査Ｔ得点（男子）

北海道

学校

全国

40

45

50

55

60

身長 体重

体格調査Ｔ得点（女子）

北海道

学校

全国

男子は、身長・体重は、全国・全
道平均より下回っています。 
また、体力・運動能力については、

８種目中３種目が全国・全道平均を
上回りました。 

女子は、身長・体重は、ほぼ全国・
全道平均と同程度の結果でした。 
また、体力・運動能力については、

８種目中１種目が全国・全道平均を
上回りました。特に５０m走は大き
く下回りました。 

後期もアンケートのご協力ありがとうございました。今回は、前期のアンケート結果と比べ

ての結果をお知らせします。 

○前期と後期を比較して、後期の方が肯定的回答（そう思う・だいたいそう思う）の割合が高くなったのは、
９項目中１項目（以下参照）でした。 

 ＜割合が高くなった項目＞ 
 ・「お子さんは、あいさつや言葉遣いなど、礼儀が身についていますか」 （94.5％→96.0％） 
●同様に後期の方が肯定的回答（そう思う・だいたいそう思う）の割合が低くなったのは、９項目中７項目
（以下参照）でした。（※残りの１項目は、同程度） 
 ＜割合が低くなった項目＞ 
・「お子さんは、学校生活を楽しんでいますか」（95.9％→91.9％） 
・「お子さんは、学習内容がわかり、基礎的な学力が身についていますか」（89.0％→85.9％） 
・「お子さんは、家庭での学習習慣や読書習慣が身についていますか」（68.5％→64.7％） 
・「お子さんは、ルールを守って行動する、健康や安全に気をつけるなど、正しく考え、判断する力が身
についていますか」（95.9％→91.9％） 

・「学校は、子どもにわかりやすい授業を工夫していると思いますか」（94.5％→91.9％） 
・「学校は、子どものよさやがんばりを的確にとらえ、認めてくれていると思いますか」 

（95.8％→92.9％） 
・「学校は、学校だより、学級通信、学校 HP、安心メール等で情報発信を適切に行っていると思います
か」（95.8％→92.9％） 

 


